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圏
央
道
・
五
霞
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
29
日
（日）
に
開
通
し
ま
す
　
１
月
18
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
地
権
者
を
は
じ
め
多
数

の
出
席
者
の
も
と
五
霞
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
組

合
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
組
合
は
、
圏
央
道
五
霞
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
位
置
す
る
江
川

・
幸
主
・
冬
木
地
内
の
一
部
３
７
．

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
商
業
・

工
業
・
流
通
な
ど
新
た
な
複
合
型
産

業
拠
点
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
国
・
県
議
会
議
員
を

は
じ
め
、
町
長
、
議
長
の
ほ
か
多
く

の
来
賓
者
が
招
待
さ
れ
、
役
員
の
選

出
、
平
成
26
年
度
収
支
予
算
、
業
務

代
行
規
程
を
含
む
諸
規
定
な
ど
す
べ

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
第
１
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
橋
本
由
郎
氏
が
理
事
長

に
選
任
さ
れ
、
業
務
代
行
者
と
し
て

清
水
建
設
㈱
、
エ
ム
・
ケ
ー
㈱
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
理
事
会
終
了
後
の
祝
賀
会

に
お
い
て
、
橋
本
理
事
長
か
ら
「
町

と
話
し
合
い
な
が
ら
事
業
に
取
組
み
、

軸
と
な
る
商
業
施
設
の
誘
致
を
進
め

て
い
き
た
い
。
」
と
い
う
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
３
月
に
造
成
工
事
の

た
め
の
準
備
工
に
入
り
、
４
月
に
安

全
祈
願
祭
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
本
格
的
に
造
成
工
事
が

実
施
さ
れ
、
平
成
31
年
度
に
組
合
の

解
散
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
は
、
本
組
合
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
新
た
な
産
業
拠
点
の
整
備
、

雇
用
の
創
出
を
図
り
、
町
の
活
性
化

を
進
め
て
い
く
た
め
、
事
業
費
の
一

部
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
組
合
に

対
し
て
技
術
援
助
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
４
号
の
複
車
線
化
、

圏
央
道
五
霞
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
通
な
ど
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
、

積
極
的
に
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

五
霞
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
３
月
29
日
(日)
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
（
圏
央
道
）
の
五
霞
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
ま
す
。

　
今
回
の
開
通
に
よ
り
埼
玉
県
久
喜

市
か
ら
境
町
ま
で
の
区
間
が
つ
な
が

り
、
久
喜
白
岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か

ら
東
北
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
圏
央
道
は
都
心
か
ら
半
径
お
よ
そ

40
㎞
〜
60
㎞
の
位
置
に
計
画
さ
れ
た
、

延
長
約
３
０
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道

路
で
す
。

　
圏
央
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、

交
通
が
集
中
す
る
こ
と
が
多
い
都
心

を
経
由
せ
ず
に
、
他
地
域
へ
移
動
で

き
る
た
め
、
人
・
物
の
交
流
が
活
発

と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
は
、
東
西
へ
さ
ら

に
延
伸
す
る
予
定
で
す
。
境
古
河
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
つ
く
ば
中
央

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
区
間
の
開
通
に

よ
り
、
常
磐
道
・
東
関
道
へ
、
桶
川

北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
白
岡

菖
蒲
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
区
間
の
開

通
に
よ
り
関
越
道
・
中
央
道
・
東
名

高
速
へ
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
五
霞
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通

に
向
け
て
、
引
き
続
き
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
国
土
交
通
省
　
関
東
地
方
整
備
局

　
北
首
都
国
道
事
務
所

　

０
４
８
（
９
４
２
）
４
０
４
１

総会の様子
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五
霞
町
の
介
護
保
険
の
現
状
と

　
　
　
　
平
成
27
年
度
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
介
護
保
険
制
度
は
平
成

12
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
制
度
の
改

正
と
、
保
険
料
の
見
直
し

が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
の

五
霞
町
の
高
齢
化
の
状
況

や
、
介
護
保
険
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
で
高
齢
化

が
進
む
中
、
五
霞
町
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
表
１
参
照
）
ま
た
高
齢

者
数
が
増
加
す
る
に
伴
い
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人

（
要
介
護
認
定
者
）
は
、

今
後
も
増
加
し
て
い
く
と

予
測
さ
れ
ま
す
。
（
表
２

参
照
）

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

介
護
に
必
要
な
費
用
で
あ

る
介
護
給
付
費
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
（
表
３

参
照
）
こ
の
給
付
費
は
、

国
・
県
・
町
の
負
担
金

（
公
費
）
と
、
皆
様
に
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
介

護
保
険
料
を
財
源
と
し
て

い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
が
平
成
27
年
４
月
か
ら
段
階
的

に
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、
４
月
か
ら
改
正
に
な

る
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◦
　
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
27
年
度
は
介
護
保
険
料
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
介
護
保
険
の
財
源
の

負
担
割
合
が
下
図
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
が
、
今

回
の
改
正
で
今
ま
で
の
７
段
階
か
ら
９
段
階
に
設

定
さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
ご

か
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
　	

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
の
入
所
基
準
が
変
わ
り
ま
す

　
新
規
入
所
は
原
則
と
し
て
、
要
介
護
３
以
上
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
方
の
状

態
や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
新
規
入
所
が
認
め

ら
れ
た
り
、
入
所
中
の
人
は
引
き
続
き
入
所
で
き

る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
Ｇ
　
☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
） 65

40 64

10 1

26 12
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平成２７年４月から町税と上下水道料金が
コンビニで納付できるようになります

　４月から、コンビニエンスストア（以下「コンビ
ニ」）で町税と上下水道料金が納付できるようにな
ります。
　曜日や時間を気にせずに24時間納められるよう
になります。手数料もかかりません。仕事などで忙
しく金融機関で納めることができない方は、ぜひご
利用ください。

○
町
県
民
税

○
固
定
資
産
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
税

○
上
下
水
道
料
金

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
納
付
書

は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
町
役
場
ま
た
は
指

定
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
仕
様
の
バ
ー
コ
ー
ド
が

印
刷
さ
れ
て
い
な
い
も
の

◎
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の

◎
納
付
書
１
枚
あ
た
り
の
金
額
が
30

万
円
を
超
え
る
も
の

◎
コ
ン
ビ
ニ
で
の
使
用
期
限
を
過
ぎ

た
も
の

◎
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

　
４
月
か
ら
町
税
の
納
税
通
知
書
・

納
付
書
の
様
式
が
ブ
ッ
ク
式
（
綴
り

込
み
）
か
ら
単
票
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

　
納
付
書
の
紛
失
や
領
収
書
の
保
管

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

・
町
税
に
つ
い
て

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　
☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

・
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

　
上
下
水
道
課
　
水
道
Ｇ

　
☎
（84）
３
０
０
０
（
直
通
）

　
コ
ン
ビ
ニ
で

　
　
納
付
で
き
る

　
　
　
町
税
・
料
金

 

納
税
通
知
書
・

   

納
付
書
の
様
式
が

　
　
変
更
さ
れ
ま
す

　
納
付
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

・セブン－イレブン

・ファミリーマート

・ローソン

・ミニストップ

・セーブオン

・サークルＫ

・サンクス

・ココストア

・スリーエフ

・セイコーマート

・生活彩家

・タイエー

・ハセガワストア

・くらしハウス

・コミュニティストア

※上記のほかマルチメディアキオスク設置店

・エブリワン

・スリーエイト

・ローソンストア１００

・ローソンマート

・スパー（北海道）

・ポプラ

・デイリーヤマザキ

・ヤマザキデイリーストア

・ニューヤマザキデイリーストア

・ヤマザキスペシャルパートナーショップ
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３
月
１
日
㈰
か
ら
７
日
㈯
は
春
の

火
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
に
防
火
に
対
す
る
意
識
を
一
層

高
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生
を

防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
尊
い
生
命

や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
地
域
、
職
場

を
火
災
か
ら
守
る
よ
う
十
分
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

《
火
の
用
心
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
し
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ
コ

足
配
線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

《
消
防
団
か
ら
の
お
願
い
》

・
春
の
火
災
予
防
期
間
中
、
当
町
消

防
団
員
が
夕
方
と
夜
間
、
管
轄
す

る
行
政
区
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
火
災
発
生
時
に
は
危
険
防
止
並
び

に
迅
速
な
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、

現
場
周
辺
へ
の
立
ち
入
り
及
び
消

防
水
利
周
辺
へ
の
駐
車
な
ど
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
及
び

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
は
、

４
月
26
日
(日)
で
す
。
私
た
ち
町
民
の

代
表
を
選
ぶ
身
近
な
選
挙
で
す
。
忘

れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
告
示
日
　
４
月
21
日
㈫

　
投
票
日
　
４
月
26
日
㈰

立
候
補
予
定
者
説
明
会

〇
日
時

　
３
月
23
日
㈪

　
午
前
10
時
か
ら

〇
場
所

　
役
場
２
階
　
第
３
会
議
室

※
当
日
、
説
明
会
で
使
用
す
る
立
候

補
の
手
引
は
、
有
償
に
な
り
ま
す
。

〇
立
候
補
の
手
引
　
１
，
０
８
０
円

◎
政
治
家
の
寄
附
禁
止

　
政
治
家
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
い

か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で

あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
次
の

も
の
を
除
き
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

婚
式
及
び
披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬

式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典

※
①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関

し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の

社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は

処
罰
さ
れ
ま
す
。

◎
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘
及

び
要
求
の
禁
止

　
政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ

う
に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し

て
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は

被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘

や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ
と

も
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す
。

◎
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
団
体
が
、
花
輪
・
香
典
・
祝

儀
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を

出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的

に
よ
り
行
う
行
事
や
事
業
に
関
す
る

寄
附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
処
罰

さ
れ
ま
す
。

◎
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
・
暑
中
見

舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
を

出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広

告
の
禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
、
選
挙
区

内
に
あ
る
者
に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を

目
的
と
し
て
、
新
聞
又
は
雑
誌
な
ど

に
よ
り
有
料
の
広
告
を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対

し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料

広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ

れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

町
長
選
挙
及
び
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

４
月
26
日
（日）
が
投
票
日
で
す

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

『
も
う
い
い
か
い

　
　
　
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

（
全
国
統
一
標
語
）
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被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
、
平
成
27
年
３
月
31

日
(火)
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
３
月
下

旬
に
各
ご
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
被
保
険
者
証
を
ご

持
参
の
う
え
、
町
民
税
務
課
（
②
窓

口
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保

険
者
証
は
各
自
で
処
分
す
る
か
、
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
次

の
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

○
資
格
が
な
い
の
に
被
保
険
者
証
が

届
い
た
（
転
出
、
死
亡
、
社
会
保
険

な
ど
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
）

○
資
格
が
あ
る
の
に
被
保
険
者
証
が

届
か
な
い
（
転
入
、
出
生
、
社
会
保

険
な
ど
他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
方
）

○
記
載
内
容
（
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
）
に
誤
り
が
な
い
か

※
就
職
や
退
職
に
伴
い
、
会
社
の
社

会
保
険
の
加
入
・
脱
退
を
し
た
場
合

は
役
場
に
届
出
が
必
要
で
す
。

※
就
学
や
施
設
入
所
な
ど
で
、
他
の

市
町
村
に
転
出
す
る
場
合
に
も
届
出

が
必
要
で
す
。

被
保
険
者
証
等
の
再
交
付

　
被
保
険
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
を

紛
失
・
破
損
さ
れ
た
場
合
は
、
町
民

税
務
課
（
②
窓
口
）
に
て
再
交
付
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
届
出
義
務
は
世

帯
主
に
あ
り
ま
す
。
印
鑑
、
身
分
証

明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
世
帯
主

以
外
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委

任
状
の
提
出
が
必
要
で
す
。

被
保
険
者
証
に
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
を
設
け
ま
し
た

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
裏
面
に
、

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
す
る
欄
を

作
成
し
ま
し
た
。

・
脳
死
後
及
び
心
臓
が
停
止
し
た
死

後
に
臓
器
を
提
供
し
て
も
い
い
と
思

わ
れ
て
い
る
方

・
脳
死
後
は
臓
器
提
供
し
た
く
な
い

が
、
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
に
は
臓

器
を
提
供
し
て
も
い
い
と
思
わ
れ
て

い
る
方

・
臓
器
を
提
供
し
た
く
な
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方

　
こ
の
よ
う
に
臓
器
提
供
に
関
す
る

自
分
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
記
入
は
任
意
で
す
の
で
、

必
ず
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
意
思
を
表
示
し
た
方
で
内

容
を
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
方
に

は
、
『
個
人
情
報
保
護
シ
ー
ル
』
が

あ
り
ま
す
。
意
思
表
示
欄
の
上
に
貼

る
こ
と
で
、
個
人
情
報
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
『
個
人
情
報
保
護
シ
ー
ル
』
は
町

民
税
務
課
（
②
窓
口
）
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る

と
、
通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
有
効

期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」

や
、
医
療
費
が
全
額
自
己
負
担
に
な

る
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
相
談
は
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
。
（
町
民
税
務
課
③
④
窓

口
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
を
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新

薬
（
最
初
に
作
ら
れ
た
薬
）
の
特
許

終
了
後
に
、
有
効
成
分
、
用
法
・
用

量
、
効
能
及
び
効
果
が
同
じ
医
薬
品

と
し
て
申
請
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
の

認
可
の
も
と
で
製
造
・
販
売
さ
れ
た

新
薬
よ
り
も
値
段
の
安
い
薬
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩

な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
が
、
国

や
各
自
治
体
に
お
け
る
財
政
の
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費

の
節
減
に
つ
な
が
る
安
価
な
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
』
を
被
保
険
者
証
に
同
封
し
ま

す
。
病
院
や
薬
局
の
窓
口
で
提
示
す

る
と
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
し

て
も
ら
え
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
ま
し

ょ
う
。

　
私
た
ち
の
健
康
と
安
心
を
支
え
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
特

に
複
数
の
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
と
、

変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対

象
に
、
毎
年
、
特
定
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
も
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
年
に
一
度
は
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助
成
に
つ
い
て

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
か
か
る
助
成

を
平
成
27
年
度
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
広
報
ご
か
４
月
号
に
掲
載

の
予
定
で
す
。
医
療
機
関
の
予
約
を

考
え
て
い
る
方
は
、
広
報
ご
か
４
月

号
を
確
認
し
て
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
方

は
、
同
一
年
度
内
の
特
定
健
康
診
査

は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
町
民
Ｇ

　
☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成28 3 31
４５６７８９

昭和 57 12 31 男
昭和 57 12 31

五霞 太郎

五霞 太郎

茨城県猿島郡五霞町大字○○△△

平成 27 4 1

１２３

０８０８６１

茨城県猿島郡

TEL 0280-84-1111
五 霞 町



　町の人事行政の運営の公平性・透明性を確保するため、町職員の給与や勤務条件などの状況を公表します。

◆職員給与などの状況

◆　職員数に関する状況

◆職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

１　勤務時間の概要 ２　育児休業などの取得状況
　育児休業とは、3歳に満たない子を養育するため、職務に
従事しないことを可能とする制度です。
　育児休業期間については、給与は支給されません。
　平成25年度に育児休業を取得した職員は、2人でした。

○お問い合わせ
　総務課　総務G　☎(84)1111　内線213

　職員の勤務時間は、1週間当たり38時間45分と定められてお
り、原則毎週月曜日～金曜日の午前8時30分～午後5時15分
の勤務となります。なお、正午～午後1時の間は休憩時間とな
ります。

◆職員の研修の状況

町職員の給与・職員数等の状況をお知らせします

１　人件費（平成25年度普通会計決算）

住民基本台帳人口(25年度末) 歳出総額（A) 人件費（B) 人件費率（B/A） （参考）24年度人件費率

9,238人 3,804,747千円 780,406千円 20.5% 17.3%
※人件費には、特別職に支給される給与、報酬などを含みます。

５　特別職の給料など （平成26年4月1日現在）

給料月額等 期末手当支給割合 給料・報酬減額

町長 638,000円 6月期

副町長 622,000円 1.40月

教育長 513,000円 12月期

議長 319,000円 1.55月

副議長 284,000円 計

議員 270,000円 2.95月

区分

町長20%、教育長・議長・
副議長・議員10%の給料・
報酬減額を実施していま
す。
※左記の給料月額等は
減額後の数値です。

給
料

報
酬

３　年次有給休暇の取得状況
（各年平均）

平成25年 平成26年

8.9日 8.1日

研修区分 コース数 延べ人数

特別研修 23 35

階層別研修 6 13

一般研修 5 116

IT関連講座 10 21

３　期末・勤勉手当（平成26年4月1日現在）

区分 期末手当 勤勉手当

6月期 1.225月 0.675月

12月期 1.375月 0.825月

計 2.60月 1.50月

※国と同じ

４　退職手当 （平成26年4月1日現在）

区分 自己都合 定年・勧奨

勤続20年 21.62月分 27.025月分

勤続25年 30.82月分 36.57月分

勤続35年 43.7月分 52.44月分

最高限度額 52.44月分 52.44月分

　　の条例に基づくものです。

※　五霞町は、茨城県市町村総合事務組合

　　に加入し、退職手当の支給率は、同組合

１　級別職員数の状況（一般行政職） （平成26年4月1日現在）

区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計

標準的な 主事 副主幹 主席主幹 課長

職務内容 主事補 主査 主幹 参事

職員数 14人 8人 40人 17人 3人 8人 4人 94人

構成比 14.9% 8.5% 42.6% 18.1% 3.2% 8.5% 4.3% 100.0%

※その他 企業職4人

主任 主幹 課長

２　部門別職員数 （各年4月1日現在）

区　　　　　分 対前年

部　　　　　門 25年 26年 増減数

一般行政部門 74人 72人 -2人

特別行政部門 10人 10人 人

公営企業等会計部門 14人 16人 2人

合　　　　　計 98人 98人 人

0

0

職員数

２　職員の初任給、平均給料月額 （平成26年4月1日現在，一般行政職）

平均給料 平均給与

大学卒 高校卒 月　　額 月　　額

町 174,200円 142,100円 318,746円 358,191円 41.3歳

317,319円 358,445円 41.5歳

国 174,200円 142,100円 335,000円 408,472円 43.5歳

※平均給与月額は、給料のほか、毎月支給される手当（扶養、住居、通勤及び

　 管理職）が含まれます。

区分
平均
年齢

初任給

町※平成26年7月1日現在

広報ごか　2015．37
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毎
年
、
多
く
の
不
法
投
棄
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
一
般

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
や
、
処
分

す
る
た
め
に
費
用
が
伴
う
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
対
象
商
品
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
）
な
ど
で
、
悪
質
な

事
案
が
目
立
ち
ま
す
。

【
不
法
投
棄
は

　
　
　 

犯
罪
に
な
り
ま
す
】

　
不
法
投
棄
を
し
た
者
に
は
、
５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
，
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
不
法
投
棄
の
多
い
場
所
】

　
不
法
投
棄
が
多
発
す
る
場
所
と
し

て
は
、
雑
草
が
伸
び
て
し
ま
い
管
理

が
行
き
届
い
て
い
な
い
状
態
の
土
地

や
夜
間
人
気
の
な
い
公
園
な
ど
、
目

が
届
き
に
く
い
場
所
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

【
土
地
の
所
有
者
に
は

　 

管
理
責
任
が
あ
り
ま
す
】

　
土
地
の
所
有
者
（
管
理
者
）
に
は
、

そ
の
土
地
の
管
理
責
任
を
果
た
す
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　
万
が
一
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
投
棄
者
が
判
明
し
な

い
と
き
に
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

（
管
理
者
）
に
投
棄
物
の
撤
去
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
所
有
す
る
土
地
の
雑

草
が
伸
び
て
い
な
い
か
な
ど
、
き
ち

ん
と
管
理
し
、
不
法
投
棄
を
さ
れ
な

い
よ
う
な
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
不
法
投
棄
を
な
く
す
に
は
】

　
町
で
は
、
不
法
投
棄
が
多
発
す
る

箇
所
を
重
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
き
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
解
決
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
の
根
絶
に
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
こ
と

が
効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
】

　
不
法
投
棄
を
し
て
い
る
現
場
を
見

つ
け
た
ら
、
１
１
０
番
通
報
を
す
る

か
、
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。


０
１
２
０
─
５
３
６
３
８
０

（
い
つ
も
み
ん
な
で
む
ら
な
く
み
は
れ
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

回収されたごみ

みんなで守ろう　きれいな環境

不法投棄は許しません！

※昨年の４月から今年の１月末までに不法投棄されたごみ
品　目 台　数
テ レ ビ 12
エアコン 0
洗 濯 機 0
衣類乾燥機 0
冷 蔵 庫 1

その他のごみ 多数

110番



名称 地域公共交通網形成計画 コミュニティ交通運営協議会

募集期間 3 月 2 日（月）～ 13 日（金）

閲覧・応募

場所

◆生活安全課 窓口

◆町のホームページ（ ）http://www.town.goka.lg.jp/
対象 ◆町内に在住、在勤の方

◆町内に事務所または事業所を有する個人、

法人、団体など

◆その他、案件に利害関係を有する方

◆平日の昼間に参加が可能な公共交通に興

味のある18歳以上の方

提出・応募

方法

◆町ホームページ及び閲覧・応募場所にあるご意見提出用紙または応募用紙に必要事項を

記入のうえ、郵送、持参、ＦＡＸまたは電子メールにより提出をお願いします。

提出上の

注意

◆電話での受付は行っておりません。

◆ご意見等は日本語に限ります。

その 他 ◆いただいたご意見等に対する個別の回答

はしませんのでご了承ください。

◆募集人数は若干名です。

◆参加者への報酬・交通費等はありません。

◆コミュニティ交通運営協議会で選考させ

ていただき、結果については応募者全員に通

知します。

提出先・お

問い合わせ

〒 306 -0392
茨城県猿島郡五霞町大字小福田 1162 -1
五霞町役場 生活安全課 くらし安心Ｇ

☎（ 84） 3618 FAX（ 84） 1478
Mail ： seian@town.goka.lg.jp

広報ごか　2015．39

小
型
家
電
製
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
小

型
家
電
製
品
は
、
貴
金
属
や
レ
ア
メ

タ
ル
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

都
市
鉱
山
と
呼
ば
れ
、
近
年
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
と
し
て
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
、
使
用
済
み
小
型
家
電
を

資
源
物
と
し
て
回
収
し
ま

す
。
回
収
し
た
小
型
家
電

は
再
資
源
化
さ
れ
、
貴
金

属
や
レ
ア
メ
タ
ル
は
再
び

家
電
な
ど
の
原
材
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
施
設

・
役
場

・
中
央
公
民
館

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
回
収
方
法

　
町
の
公
共
施
設
に
設
置
し
た
「
使

用
済
み
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」

に
、
対
象
製
品
を
直
接
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

○
回
収
対
象
製
品
は
10
品
目

・
携
帯
電
話
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
リ
モ
コ
ン
、
電

卓
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
、
デ
ジ
タ

ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
カ

ー
ナ
ビ
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
、
電
子

手
帳

【
注
意
点
】

・
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
も
の
は
、

あ
ら
か
じ
め
デ
ー
タ
を
消
去
し
て

く
だ
さ
い
。

・
回
収
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
は
、

従
来
通
り
の
方
法
で
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
お
願
い

　
使
用
済
み
小
型
家
電
を
町
が
回
収

す
る
こ
と
に
よ
り
、
認
定
事
業
者
へ

確
実
に
引
き
渡
し
、
再
資
源
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
無
許
可
の
回
収

業
者
に
は
、
絶
対
に
引
き
渡
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
公
害
、
不
法
投
棄
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

五霞町地域公共交通網形成計画に対するパブリックコメント及び
五霞町コミュニティ交通運営協議会委員を募集します

　五霞町地域公共交通会議では、地域全体を見渡した面的な公共交通システムづくりを推進するため、「五霞町地域
公共交通網形成計画」の策定を進めています。今回、素案がまとまりましたので、住民のみなさんに公表し、計画の
内容に関する意見を募集します。
　また、併せて五霞町コミュニティ交通運営協議会委員を募集します。コミュニティ交通運営協議会は、コミュニテ
ィ交通のＰＲ活動・利用促進活動及び運行改善を実施している協議会で、検討した内容を公共交通会議に提案してい
ます。
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五
霞
町
商
工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る

(財)
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ

こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
１
月
16
日

に
五
霞
東
小
、
１
月
23
日
に
五
霞
西
小

で
５
年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
５
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
元

Ｊ
リ
ー
グ
選
手
、
Ｏ
Ｂ
等
「
夢
先
生
」

を
小
学
校
に
迎
え
、
子
ど
も
達
に
「
夢
」

を
テ
ー
マ
に
夢
教
室
と
呼
ば
れ
る
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夢
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
、
夢
を
実
現
す
る
に
は
何
が
必

要
か
等
、
子
ど
も
達
は
熱
心
に
授
業
を

受
け
ま
し
た
。

夢
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
が
五
霞
東
・
西
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た

中
学
校
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た

　
第
三
十
四
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
主
催
で

あ
る
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
よ
り
、
五
霞
中
学
校
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
中
学
生
た
ち
が
、
日

常
の
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
等
の
中

で
得
た
体
験
を
こ
の
人
権
作
文
を
通

し
て
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
基
本

的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

五
霞
東
小
学
校
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た

　
１
月
21
日
、
茨
城
県
庁
舎
に
お
い

て
、
平
成
26
年
度
茨
城
県
統
計
功
労

者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、「
第
65
回
茨
城

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」で
、五

霞
東
小
学
校
２
年
の
柿
沼
歩ほ
の

花か

さ
ん
、

渡
邉
涼す

ず

夏か

さ
ん
、
渡
辺
も
か
さ
ん
の

作
品
が
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長

賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
第
62
回
統
計

グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

も
入
選
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
県
内
３
，
９
７
４
作
品

の
中
か
ら
選
考
さ
れ
、
計
22
作
品
が

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
、
入
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
夢
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

五
霞
東
小

○
奥お
く

野の

僚り
ょ
う
す
け右先

生

元
Ｊ
リ
ー
グ
選
手

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
を
は
じ
め
、
川

崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
、

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
等
で
プ
レ
ー

し
ま
し
た
。

五
霞
西
小

○
高た

か

田だ

保や
す

則の
り

先
生

元
Ｊ
リ
ー
グ
選
手

日
産
Ｆ
Ｃ
（
現
　

横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ

ス
）
を
は
じ
め
、

ベ
ル
マ
ー
レ
平
塚

（
現
　
湘
南
ベ
ル

マ
ー
レ
）
等
で
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。

Ｊ
２
通
算
76
得
点

は
歴
代
１
位
。

　
教
室
の
時
間
は
90
分
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
夢
先
生
と
一
緒
に
体
育
館
で
体
を
動
か

し
、
後
半
は
教
室
に
場
所
を
移
し
て
、
先
生
の
経
験

談
を
交
え
、
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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２
月
１
日
、
中
央
公
民
館
講
堂
に
お

い
て
、
青
少
年
相
談
員
協
議
会
・
子
ど

も
会
育
成
会
主
催
に
よ
る
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
劇
場
が
開
催
さ
れ
、
劇
団
ト
マ

ト
座
に
よ
る
「
冒
険
西
遊
記
」
を
、
約

１
０
０
名
の
親
子
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
劇
は
、
暴
れ
ん
坊
の
孫
悟
空
が

三
蔵
法
師
、
猪
八
戒
、
沙
悟
浄
と
供
に

天
竺
を
目
指
し
旅
す
る
物
語
で
、
次
々

と
襲
っ
て
く
る
妖
怪
を
仲
間
と
一
緒
に

退
治
す
る
中
で
、
悟
空
の
心
が
成
長
し

て
い
き
ま
す
。

　
１
人
で
で
き
な
い
こ
と
も
、仲
間
と
同

じ
目
的
を
も
っ
て
努
力
す
れ
ば
道
が
開

け
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
物
語
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
も
、
本
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
は
味
わ
え
な
い
迫
力
に
、
ワ
ク
ワ
ク
、

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
楽
し
く
劇
を
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

親と子のふれあい劇場が開催されました

交通安全教室を開催しました

　
２
月
10
日
に
五
霞
幼
稚
園
、
五
霞
第

一
幼
稚
園
に
お
い
て
、
幼
児
対
象
交
通

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
茨
城
県
交
通
安
全
教
育
講

師
に
よ
る
腹
話
術
、
五
霞
町
交
通
安
全

母
の
会
に
よ
る
紙
芝
居
を
実
施
し
、
笑

い
の
中
で
分
か
り
や
す
く
、
幼
児
た
ち

に
交
通
安
全
を
教
え
ま
し
た
。

　
幼
児
へ
の
交
通
教
育
は
、
大
変
重
要

で
す
。
保
護
者
、
先
生
、
地
域
が
協
力

し
て
、
幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

▼幼児対象交通安全教室

五霞第一幼稚園 五霞幼稚園

　
１
月
23
日
、
ひ
ば
り
の
里
に
お
い
て
、

小
手
指
・
両
新
田
・
江
川
第
一
老
人
ク

ラ
ブ
を
対
象
に
、
五
霞
町
交
通
安
全
母

の
会
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
反
射
材
の
効
果
の
説
明
、

転
倒
防
止
に
よ
る
交
通
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
及
び
危
険
を
予

知
す
る
と
き
に
働
く
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
脳
ト
レ
を
行
い
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
を
広
め
ま
し
た
。

▼高齢者対象交通安全教室

ひばりの里

　
境
地
区
交
通
安
全
協
会
五
霞
支
部
・

五
霞
町
交
通
安
全
母
の
会
・
境
警
察
署

の
協
力
に
よ
り
新
４
年
生
対
象
交
通
安

全
教
室
が
２
月
12
日
に
五
霞
東
・
西
小

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
４
月
か
ら
４
年
生
に
な
る

児
童
を
対
象
に
「
正
し
い
自
転
車
の
乗

り
方
」
を
交
通
安
全
講
話
及
び
実
技
指

導
で
学
び
ま
し
た
。

　
児
童
が
毎
日
安
全
に
登
下
校
で
き
る

よ
う
、
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼新４年生対象交通安全教室

五霞西小学校 五霞東小学校
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２
月
１
日
、
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
照
明

付
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
学
校
武
道
場
、

丸
池
台
球
場
、
ご
か
み
ず
べ
公
園
、
東

・
西
小
学
校
体
育
館
、
西
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育

館
に
お
い
て
、
五
霞
中
学
校
野
球
部
、

五
霞
町
体
育
協
会
の
主
な
団
体
か
ら
約

２
０
０
名
が
参
加
し
、
環
境
美
化
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
変
風
が
強
く
、
非
常
に

寒
い
中
、
皆
さ
ん
熱
心
に
作
業
を
進
め

て
い
ま
し
た
。

　
各
施
設
と
も
プ
レ
ー
に
支
障
を
き
た

し
て
い
た
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
整

備
さ
れ
、
今
後
気
持
ち
良
く
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大

会
に
出
場
し
ま
し
た

元
栗
橋
新
田
地
区
で

「
か
が
り
火
」が
行
わ
れ
ま
し
た

ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

第
24
回
Ｂ
＆
Ｇ
子
ど
も
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

○
期
日
　
１
月
11
日

○
場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
参
加
　
17
チ
ー
ム

○
結
果

◆
男
女
混
合
の
部
　

優
　
勝
　

原
宿
台
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝
　

小
手
指

　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
位
　

チ
ー
ム
☆
江
川

第
25
回
町
民
卓
球
大
会

○
期
　
日
　
１
月
18
日

○
場
　
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

○
結
　
果
（
敬
称
略
）

◆
中
学
生
男
子
の
部
　

優
　
勝
　

藤
沼
　
蒼そ

う

湖ご

準
優
勝
　

岡
安
　
風ふ

う

河が

◆
中
学
生
女
子
の
部
　

優
　
勝
　

内
田
　
愛あ

い

里り

準
優
勝
　

栗
原
　
玲れ

菜な

◆
一
般
男
子
の
部
　
　

優
　
勝
　

針
谷
　
将ま

さ

大ひ
ろ

準
優
勝
　

加
藤
　
清せ

い

二じ

◆
一
般
女
子
の
部
　
　

優
　
勝
　

小
澤
　
春は

る

枝え

準
優
勝
　

木
村
　
は
ぎ

　
１
月
11
日
の
夕
方
、
元
栗
橋
新
田
地

区
で
「
か
が
り
火
」
が
行
わ
れ
、
新
田

地
区
の
約
１
１
０
世
帯
の
方
々
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
か
が
り
火
は
、
元
栗
橋
新
田
地

区
に
あ
る
「
新
成
会
」
の
主
催
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
次
世
代
に
伝
統
文
化
を

伝
え
た
い
と
平
成
19
年
に
約
40
年
ぶ
り

に
復
活
し
て
か
ら
、
今
年
で
９
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
小
２
つ
の
や
ぐ
ら
が
つ

く
ら
れ
、
年
男
、
年
女
が
火
を
入
れ
る

と
、
大
き
な
炎
が
舞
い
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
各
世
帯
か
ら
、
し
め
縄
や
熊

手
、
破
魔
矢
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
焼
き
、

そ
の
火
で
繭
玉
だ
ん
ご
や
餅
を
焼
い
て

食
べ
、
無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

五霞町体育協会が環境美化活動を実施しました

 

２
月
７
日
、
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
、
第

２
回
い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会

に
、
五
霞
中
学
校
２
年
生
の
５
名
の
生

徒
が
、
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
５
名
の
生
徒
た
ち
は
、
大

勢
の
観
客
を
前
に
緊
張
し
て
し
ま
い
、

本
来
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
県
内
各
地
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
が
応
援
に
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
盛

り
上
が
っ
た
大
会
で
し
た
。

○
出
場
者
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

　
青あ

お

柳や
ぎ

　
優ゆ

衣い

　
藤ふ

じ

沼ぬ
ま

　
蒼そ

う

湖ご

　
鈴す

ず

木き

　
　
準ひ

と
し

　
栗く

り

原は
ら

　
玲れ

い

菜な

　
松ま

つ

本も
と

　
俊と

し

哉や

優勝した原宿台Ｅチーム



「
ち
び
っ
こ
広
場
」

参
加
お
申
し
込
み

西
児
童
館

「
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
」

参
加
お
申
し
込
み

南
児
童
館

童児 館

こどもの
ひろば
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月
の
行
事
予
定

３●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
避
難
訓
練 

４
日
(水)

・
ち
び
っ
こ
広
場 

６
日
(金)

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

９
日
(月)

・
鬼
ご
っ
こ
で
あ
そ
ぼ
う 

13
日
(金)

・
春
の
お
楽
し
み
会 

24
日
(火)

・
ふ
り
ふ
り
バ
タ
ー
作
り 

27
日
(金)

●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

３
日
(火)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

12
日
(木)

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ 

17
日
(火)

・
お
楽
し
み
会 

24
日
(火)

・
ど
こ
ま
で
積
め
る
か
な 

25
日
(水)

カルタ取りで遊ぼう ～南児童館～ プラバンキーホルダー作り ～西児童館～

　
１
月
６
日
西
児
童
館
で
は
、

「
プ
ラ
バ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
透

明
プ
ラ
板
と
い
う
板
に
黒
の

マ
ジ
ッ
ク
で
好
き
な
絵
を
描

い
た
り
、
本
か
ら
絵
を
写
し

て
ふ
ち
ど
り
を
し
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
裏
返
し
に
し
て
色

を
ぬ
り
ま
す
。
色
が
ぬ
り
終

わ
っ
た
ら
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー

ス
タ
ー
で
焼
く
の
で
す
が
、

10
㎝
四
方
の
大
き
さ
の
板
が
、

ク
ル
ク
ル
と
小
さ
く
な
っ
て

い
く
様
子
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。

　
と
っ
て
も
素
敵
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

　
１
月
21
日
南
児
童
館
で「
カ

ル
タ
取
り
で
遊
ぼ
う
」を
行
い

ま
し
た
。市
販
の
カ
ル
タ
で
は

な
く
、南
児
童
館
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
食
べ
も
の
カ
ル
タ
」で
す
。

一
辺
27
㎝
の
正
方
形
の
カ
ー

ド
に
食
べ
も
の
の
絵
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。食
べ
も
の
の
種

類
も
豊
富
で
主
食
、
副
食
、
デ

ザ
ー
ト
、お
や
つ
と
46
種
類
の

カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。毎
日
の

生
活
の
中
心
で
あ
る
「
食
」の

絵
で
探
す
カ
ル
タ
な
の
で
幼

稚
園
児
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
し
た
子
は
１
枚
で
も

多
く
取
ろ
う
と
一
生
懸
命
カ

ー
ド
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
ま

し
た
。

　
南
児
童
館
で
は
、
４
月
か
ら
始
ま

る
「
マ
マ
と
い
っ
し
ょ
」
の
お
申
し

込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
親
子
が
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中

で
楽
し
く
遊
べ
る
場
、
お
母
さ
ん
同

士
の
ふ
れ
あ
い
や
情
報
交
換
が
で
き

る
場
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
年
齢
・
開
催
日
時

◆
１
歳
児
か
ら
３
歳
児

　
第
２
・
４
木
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
期
間
　
１
年
間
（
18
回
予
定
）

○�

内
容

　 

手
遊
び
・
紙
芝
居
・
遊
具
遊
び
・

ふ
れ
あ
い
遊
び
・
散
歩
・
お
誕
生

会
・
親
子
製
作
な
ど

○
参
加
費
　
無
料

○�

お
申
し
込
み

　 

３
月
２
日
(月)
か
ら
20
日
(金)
ま
で
に

南
児
童
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
南
児
童
館

（84）
３
４
５
６

　
西
児
童
館
で
は
、
４
月
か
ら
始
ま

る
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
の
お
申
し
込

み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
の
広
場
で
は
、
次
の
活
動
を
通

し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
親
同
士
の

育
児
情
報
の
交
換
を
深
め
、
望
ま
し

い
幼
児
の
発
育
を
促
す
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

○
対
象
年
齢

　
１
歳
６
ヶ
月
児
か
ら
３
歳
児

○
開
催
日
時

　
第
１
・
３
金
曜
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

○
期
間
　
１
年
間
（
18
回
予
定
）

○�

内
容

　 

幼
児
体
操
・
手
遊
び
・
紙
芝
居
・

親
子
製
作
・
季
節
の
行
事
・
お
誕

生
会
な
ど

○
参
加
費
　
無
料

○�

お
申
し
込
み

　 

３
月
２
日
(月)
か
ら
20
日
(金)
ま
で
に

西
児
童
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
西
児
童
館

（84）
２
３
２
１
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い
る
方

○ 

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方
で
、
平
成
26
年
中
の
各
種

所
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
方

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
当
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
、
次
に
該

当
す
る
方
。

○ 

所
得
税
の
申
告
は
不
要
と
さ
れ
る

が
、
事
業
所
得
（
農
業
所
得
を
含

む
）
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

○ 
平
成
26
年
中
の
所
得
が
無
く
、
税

法
上
に
お
い
て
、
ど
な
た
の
扶
養

に
も
と
ら
れ
て
い
な
い
方
（
所
得

が
無
い
旨
の
申
告
を
い
た
だ
き
ま

す
）

無
申
告
に
よ
っ
て
起
き
る
問
題

○ 

申
告
義
務
者
が
申
告
を
せ
ず
、
後

に
所
得
等
が
判
明
す
る
と
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
、
加
算
税
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○ 

前
年
所
得
を
算
定
の
基
礎
と
す
る

税
（
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
等
）
の
正
確
な
課
税
が
で
き
ま

せ
ん
。

○ 

所
得
証
明
書
等
の
交
付
が
で
き
な

い
た
め
、
様
々
な
手
続
き
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

○ 

所
得
判
定
を
要
す
る
様
々
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
の
申
告
は
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
無
申
告
で
あ
る
場
合
の
不
利

益
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

（
世
帯
員
）
へ
も
及
ぶ
可
能
性
が
あ
 

（
町
民
税
務
課
）

　
平
成
26
年
中
の
所
得
に
お
け
る
確

定
申
告
の
期
日
は
３
月
16
日
(月)
ま
で

で
す
。
申
告
を
必
要
と
す
る
方
で
、

未
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
必
ず
期

日
内
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

○ 

平
成
26
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額

が
２
千
万
円
を
超
え
る
方

○ 

給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
（
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
後

の
金
額
）
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
る
方

○ 

給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

　役場の代表電話は （84）1111です　

お
知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№474）
確
定
申
告
は
３
月
16
日
ま
で

で
す

り
ま
す
。
申
告
義
務
の
あ
る
方
は
、

必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
自
分
で
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
の
他
の
土
地
や
家

屋
に
つ
い
て
も
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
(水)
〜
６
月
１
日
(月)

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

○
縦
覧
場
所

　
町
民
税
務
課
（
④
窓
口
）

○
縦
覧
で
き
る
も
の

▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
所
在
・
価
格
・
地
目
・
地
積

▼
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　 
所
在
・
価
格
・
家
屋
番
号
・
種
類

・
構
造
・
床
面
積

○
縦
覧
で
き
る
方

▼
土
地
の
縦
覧
が
で
き
る
方

　
五
霞
町
の
課
税
対
象
の
土
地
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

▼
家
屋
の
縦
覧
が
で
き
る
方

　
五
霞
町
の
課
税
対
象
の
家
屋
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

※ 

非
課
税
及
び
免
税
点
未
満
の
方
は
、

縦
覧
で
き
ま
せ
ん

○
手
数
料
　
無
料

○
縦
覧
に
必
要
な
も
の

▼
納
税
義
務
者
本
人

　
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
ま
た

は
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
が
確
認
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
義
務
者
の
代
理
人

　
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人

本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
年
金
制
度
は
、「
年
を
と
っ
た
と

き
」、「
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
」、「
死
亡
し
た
と
き
」

な
ど
に
、国
が
年
金
を
支
給
し
、本
人

ま
た
は
家
族
の
生
活
を
守
る
と
い
う

社
会
保
障
で
す
。
み
ん
な
が
お
互
い

協
力
し
て
助
け
合
い
、
将
来
を
支
え

あ
う
制
度
で
す
か
ら
、
保
険
料
納
付

は
私
た
ち
の
大
切
な
義
務
で
す
。
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
下
館
年
金
事
務
所

　

０
２
９
６
（25）
０
８
１
１

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
に
ご
注
意
を
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○
お
問
い
合
わ
せ

（
自
動
車
税
に
関
す
る
事
）

　
茨
城
県
境
県
税
事
務
所

　

（87）
１
１
２
０

（ 

自
動
車
の
登
録
、
抹
消
等
に
関
す

る
事
）

　
茨
城
運
輸
支
局

　
土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

０
５
０
―

５
５
４
０
―

２
０
１
８

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
３
月
１
日
〜
７
日
は
、「
子
ど
も
予

防
接
種
週
間
」で
す
。母
子
健
康
手
帳

を
見
て
、
接
種
も
れ
が
な
い
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　 

第
２
期
（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、

ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
、
平

成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。
第
１
期
（
１
才
児
）

に
な
ら
れ
た
方
は
、
早
め
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

②
日
本
脳
炎

　 

小
学
２
・
３
年
生
で
、
第
１
期
初

回
追
加
接
種
が
未
接
種
の
方
、
今

年
度
18
歳
（
平
成
８
年
４
月
２
日

〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

で
第
２
期
接
種
が
未
接
種
の
方
、

ま
た
３
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
、
早

め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

③
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

　 

今
年
度
の
助
成
対
象
者
は
小
学
６

年
生
で
す
。
ま
だ
、
接
種
が
済
ん

維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
ま
た
加
入

者
間
の
公
平
を
図
る
う
え
で
重
要
な

こ
と
で
す
。
何
卒
、
制
度
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
車
検
証
登
録
上
の
所
有
者
（
使

用
者
）
の
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
な
い
車
や
、
他

人
に
譲
渡
し
た
車
は
、
速
や
か
に
抹

消
、
名
義
変
更
等
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
個
人
間
で
譲

渡
す
る
場
合
は
、
譲
渡
し
た
相
手
に

印
鑑
証
明
書
等
を
渡
し
て
も
名
義
変

更
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、

名
義
変
更
の
確
認
も
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
所
や
車
の
定
置
場
が
変

わ
っ
た
場
合
も
、
速
や
か
に
変
更
登

録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
し
な
い
と
、

既
に
使
用
し
て
い
な
い
車
の
納
税
通

知
書
が
届
い
た
り
、
使
用
し
て
い
る

車
の
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
３
月
下
旬
は
運
輸
支
局
の

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
町
民
税
務
課
）

　
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
被
保
険

者
に
対
し
、
通
常
の
被
保
険
者
証
に

代
え
て「
短
期
被
保
険
者
証
」や「
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」
の
交
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
短
期
被
保
険
者
証
へ
の
切
り
替
え

は
、
３
月
の
時
点
で
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
世
帯
へ
「
短
期
被
保
険
者

証
へ
の
切
替
予
告
通
知
」
を
発
送
し
、

指
定
期
日
ま
で
に
納
付
、
相
談
等
が

無
い
場
合
、
４
月
１
日
に
行
い
ま
す
。

※
短
期
被
保
険
者
証
と
は

　
通
常
の
被
保
険
者
証
よ
り
有
効
期

間
が
短
く
、
町
と
の
誓
約
等
に
基
づ

い
た
定
期
的
な
更
新
（
納
税
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
資
格
証
明
書
と
は

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

事
の
み
を
証
明
す
る
も
の
で
、
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
医
療
機
関
で
受
診
を
し
た
際
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
10
割
を
負
担
い
た

だ
き
ま
す
。
後
日
、
領
収
証
を
役
場

窓
口
に
持
参
し
、
療
養
費
支
給
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
７
割
分
の
償
還

払
い
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
町
か
ら
の
お
願
い

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
全
員

の
相
互
扶
助
で
成
り
立
っ
て
い
る
医

療
保
険
制
度
で
す
。
そ
の
財
源
と
な

る
国
保
税
の
収
納
確
保
は
、
制
度
を

国
保
税
の
滞
納
者
に
対
す
る

被
保
険
者
証
等
に
つ
い
て

　住所の異動はお忘れ無く　

で
い
な
い
方
は
早
め
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

※ 

予
診
票
が
見
当
た
ら
な
い
方
は
、

再
発
行
し
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
平
成
27
年
１
月
よ
り
、
難
病
の
患

者
に
対
す
る
新
た
な
助
成
制
度
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の
助
成

制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
疾
患
は
56
疾
患
か
ら
、
１
１
０
疾

患
と
な
り
、
平
成
27
年
夏
頃
に
は
、

約
３
０
０
疾
患
に
拡
大
さ
れ
る
予
定

で
す
。

○
対
象

　
茨
城
県
よ
り
一
般
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
た
方

○
助
成
金
額

　
認
定
さ
れ
た
疾
患
の
治
療
費
と
し

て
支
払
を
し
た
自
己
負
担
額
か
ら
月

３
，
０
０
０
円
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
確

実
に

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

難
病
の
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
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害
虫
の
駆
除
並
び
に
湿
地
環
境
の

保
全
の
た
め
、
次
の
と
お
り
ヨ
シ
焼

き
を
実
施
し
ま
す
。

　
風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰
や

煙
が
広
範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、
洗

濯
物
へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ
の
降

灰
等
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時
　
３
月
22
日
(日)

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
第
１
予
備
日
　
３
月
28
日
(土)

　
第
２
予
備
日
　
３
月
29
日
(日)

○
実
施
範
囲
　
渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ

（ 

一
財
）
渡
良
瀬
遊
水
地
ア
ク
リ
メ

ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

　

０
２
８
２
（62）
１
１
６
１

　
報
告
用
紙
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
茨

城
県
県
西
家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
県
西
家
畜
保
健
衛
生
所

　

０
２
９
６
（52）
０
３
４
５

 

（
教
育
委
員
会
）

　
子
ど
も
の
教
育
や
い
じ
め
・
不
登

校
等
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
で
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
（59）
７
８
３
０

 

（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

 

（
産
業
課
）

　
五
霞
町
の
平
成
27
年
産
米
の
生
産

数
量
目
標
２
，
８
１
９
ト
ン
が
茨
城

県
よ
り
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
農
家
の
皆
さ
ま

へ
の
配
分
予
定
面
積
は
水
稲
作
付
率

60
％
、
転
作
配
分
率
は
40
％
の
面
積

に
換
算
し
て
配
分
し
ま
す
。

　
農
家
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

　
愛
玩
用
の
家
畜
を
飼
育
さ
れ
て
い

る
方
は
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ

り
毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼
育
頭
羽

数
等
を
県
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
報
告
が
必
要
な
家
畜
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・ 

牛
、
水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、

馬
、
豚
、
い
の
し
し

・ 

鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、

だ
ち
ょ
う
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥

　
こ
れ
ら
を
１
頭
（
羽
）
で
も
飼
育

し
て
い
れ
ば
、
ペ
ッ
ト
で
あ
っ
て
も

報
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
犬
、
猫
、
う
さ
ぎ
、
イ
ン
コ
な
ど

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
米
の
生
産
数
量

目
標　

２
，
８
１
９
ト
ン

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

 

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
３
月
11
日
(水)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 
（
健
康
福
祉
課
）

○
日
時
　
３
月
18
日
(水)

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
（
午
前
９
時
40
分
受
付
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者
　
町
内
在
住
の
男
性

○
内
容
　
手
軽
に
で
き
る
家
庭
料
理

○
定
員
　
15
名
（
先
着
順
）

○
参
加
費
　
１
人
　
３
０
０
円

　
参
加
が
決
定
し
た
チ
ー
ム
は
、
３

月
27
日
(金)
の
午
後
７
時
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
）
に
て
責
任
者
会
議
を
行
い
ま

す
の
で
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（84）
０
７
６
４

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
３
３

○
持
参
す
る
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

○
お
申
し
込
み
期
限

　
３
月
13
日
(金)
ま
で

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

（84）
１
９
１
０

 

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
軟

式
野
球
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
チ
ー
ム
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時
　
４
月
５
日
(日)
・
12
日
(日)

※
予
備
日
　
４
月
19
日
(日)

○
場
所

・
五
霞
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
キ
ュ
ー
ピ
ー
(株)
野
球
場

○
参
加
資
格

・
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
会
員

・ 

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
に
よ
る

合
同
社
会
人
チ
ー
ム

○
参
加
費

　
１
チ
ー
ム
　
５
，
０
０
０
円

○
募
集
チ
ー
ム
数
　
16
チ
ー
ム

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
事
務
局
に

て
選
考
を
行
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
方
法

　
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
た
は

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
３

月
19
日
(木)
ま
で
に
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

第
20
回
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
軟

式
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募

集

　町公式ホームページ URLはこちら→http://www.town.goka.lg.jp/　

家
畜
の
飼
育
状
況
の
報
告
に

つ
い
て

電
話
相
談

生
活
相
談

消
費
生
活
相
談
窓
口

相　

談

募　

集

男
性
の
料
理
教
室

渡
良
瀬
遊
水
地ヨ

シ
焼
き
実
施
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「
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が

苦
手
」
と
い
っ
た
若
者
や
、「
お
子
さ

ん
の
就
職
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
け
れ

ど
、
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
保
護
者
の
方
を

対
象
に
、
若
者
の
就
労
支
援
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時
　
３
月
10
日
(火)

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

○
場
所
　
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
相
談
室

○
対
象
　
15
〜
39
歳
ま
で
の
方
、

　
　
　
　
ま
た
は
そ
の
保
護
者

○
相
談
料
　
無
料

※ 

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
日
前
日

ま
で
に
、
左
記
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
認
定
事
業

　
い
ば
ら
き
県
西
若
者

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
（54）
６
０
１
２

○
応
募
期
間
　
５
月
８
日
(金)
ま
で

○
応
募
資
格

・ 

い
の
ち
の
電
話
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方

・
23
〜
63
歳
の
方

○
募
集
人
数
　
40
名
程
度

○
研
修
期
間

　
６
月
〜
平
成
29
年
３
月

○
研
修
場
所
　
つ
く
ば
市
周
辺

○
そ
の
他

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
法
人

　
茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

・
つ
く
ば

　

０
２
９
（
８
５
２
）
８
５
０
５

（
月
〜
金
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

・
水
戸

　

０
２
９
（
２
４
４
）
４
７
２
２

（
月
〜
金
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
）

　
特
定
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低

賃
金
が
、
次
の
表
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
使
用
者
と
労
働
者
が
合
意
し
「
特

定
最
低
賃
金
額
」
未
満
の
賃
金
で
労

働
契
約
を
結
ん
で
も
、
そ
の
賃
金
は

無
効
と
さ
れ
「
特
定
最
低
賃
金
」
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
次
の
①
か
ら
③
の
者
等
に

つ
い
て
は
特
定
最
低
賃
金
の
適
用
が

除
外
さ
れ
、
茨
城
県
最
低
賃
金
（
時

間
額
７
２
９
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の
者

② 

雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
者
で
あ
っ

て
、
技
能
習
得
中
の
者

③ 

清
掃
、
片
付
け
の
業
務
に
主
と
し

て
従
事
す
る
者

　町公式ホームページが茨城県第１位（特選）を受賞しました　

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
茨
城
労
働
局

賃
金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
労
働
局
賃
金
室

　

０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
６

若
者
の
就
労
支
援
相
談
会

茨
城
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

募
集

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改

正
の
お
知
ら
せ

特 定 最 低 賃 金 名 時間額（円）
鉄鋼業 ８３４

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器
具製造業 ８１１

計量器・測定器・分析機器・試験機・理化学機械器
具、医療用機械器具・医療用品、光学機械器具・レ
ンズ、電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器
具、情報通信機械器具、時計・同部分品製造業

８０６

各種商品小売業 ７８０
　

思いやりの心で
明るい社会を

子どもの人権
（児童虐待を防ぐために）

子
ど
も
虐
待
と
は
？

　
子
ど
も
の
虐
待
は
、
身
体
的
虐

待
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
の
四
種
類
が
あ
り
ま

す
。

「
身
体
的
虐
待
」

　
身
体
的
虐
待
は
、
保
護
者
が
子

ど
も
に
、
殴
る
、
蹴
る
、
水
風
呂

や
熱
湯
の
風
呂
に
沈
め
る
、
カ
ッ

タ
ー
な
ど
で
切
る
、
ア
イ
ロ
ン
を

押
し
つ
け
る
、
首
を
絞
め
る
、
や

け
ど
を
さ
せ
る
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
逆

さ
づ
り
に
す
る
、
異
物
を
飲
み
込

ま
せ
る
、
厳
冬
期
な
ど
に
戸
外
に

閉
め
出
す
、
な
ど
の
暴
行
を
す
る

こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
性
的
虐
待
」

　
性
的
虐
待
に
は
、
子
ど
も
へ
の

性
交
や
、
性
的
な
行
為
の
強
要
・

教
唆
、
子
ど
も
に
性
器
や
性
交
を

見
せ
る
、
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

性
的
虐
待
は
、
本
人
が
告
白
す
る

か
、
家
族
が
気
づ
か
な
い
と
な
か

な
か
顕
在
化
し
ま
せ
ん
。

「
心
理
的
虐
待
」

　
心
理
的
虐
待
は
、
大
声
や
脅
し
な

ど
で
恐
怖
に
陥
れ
る
、
無
視
や
拒
否

的
な
態
度
を
と
る
、
著
し
く
き
ょ
う

だ
い
間
差
別
を
す
る
、
自
尊
心
を
傷

つ
け
る
言
葉
を
繰
り
返
し
使
っ
て
傷

つ
け
る
、
子
ど
も
が
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
を
目
撃
す
る
な

ど
を
指
し
ま
す
。

「
ネ
グ
レ
ク
ト
」

　
保
護
者
が
、
子
ど
も
を
家
に
残
し

て
外
出
す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

衣
服
を
着
替
え
さ
せ
な
い
、
登
校
禁

止
に
し
て
家
に
閉
じ
こ
め
る
、
無
視

し
て
子
ど
も
の
情
緒
的
な
欲
求
に
応

え
な
い
、
遺
棄
す
る
な
ど
を
指
し
ま

す
。

虐
待
と
し
つ
け
の
違
い

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
定
義
が
明
ら
か
に

な
っ
て
も
、
な
お
、
子
ど
も
虐
待
と

は
な
ん
ぞ
や
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

場
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
虐
待

と
し
つ
け
の
違
い
に
つ
い
て
で
す
。

　
虐
待
と
し
つ
け
。
こ
の
二
者
間
に

は
、
し
っ
か
り
と
線
引
き
で
き
な
い

グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
が
存
在
し
ま
す
。
が
、

多
数
の
事
例
に
関
わ
っ
て
き
た
福
祉
、

保
健
関
係
者
や
精
神
科
医
、
小
児
科

医
な
ど
が
言
う
よ
う
に
「
子
ど
も
が

耐
え
難
い
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
あ
る
」
と
考

え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

（
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
公
式
サ
イ
ト
よ
り
抜
粋
）

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
ご
か
２
月
号
14
ペ
ー
ジ
、「
健
康
応

援
隊
」
の
一
部
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
訂
正
前
）

○ 

肥
満
度
＝
体
重
―
標
準
体
重
÷
標
準
体

重
×
１
０
０

（
訂
正
後
）

○ 

肥
満
度
＝（
体
重
―
標
準
体
重
）÷
標
準

体
重
×
１
０
０



健康応援隊！The

学校コーナー学校コーナー

卒業卒業
おめでとう！おめでとう！

五　霞
中学校

72名の未来に
幸あれ！
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平
成
26
年
度
の
最
後
の
月
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
３
年
生
は
今
月
９
日
に
い
よ
い
よ
卒
業
式

を
迎
え
ま
す
。
９
か
年
の
義
務
教
育
を
終
え
た

72
名
の
生
徒
た
ち
。
こ
の
五
霞
の
地
か
ら
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
に
羽
ば
た
き
ま
す
。

　
こ
の
３
年
生
が
昨
年
11
月
に
県
の
芸
術
祭
に

猿
島
郡
を
代
表

し
て
出
場
し
、

県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
（
水
戸
市
）

で
す
ば
ら
し
い

歌
声
を
披
露
し

ま
し
た
。
合
唱

の
出
来
栄
え
が

す
ば
ら
し
く
、

各
方
面
か
ら
お

褒
め
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

一
つ
の
こ
と
に

真
摯
に
向
か
い

合
う
こ
と
の
で

き
る
素
晴
ら
し

い
子
ど
も
た
ち

で
す
。
自
分
ら

し
く
輝
き
、
活

躍
し
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま

す
。

　
全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
、
３
万

人
を
越
え
高
い
水
準
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
平
成
24
年
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
、
茨
城
県
の
自
殺
者
数
は
７
０

０
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
五
霞
町
の
自
殺

者
数
は
平
成
24
年
、
１
人
で
減
少
し
ま
し

た
が
平
成
25
年
、
６
人
と
な
り
自
殺
死
亡

率
（
人
口
10
万
人
あ
た
り
の
自
殺
者
数
）

は
茨
城
県
、
国
を
上
回
り
ま
し
た
。

◆
最
近
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か
？

　
２
週
間
以
上
不
眠
が
続
く
よ
う
な
ら
、

そ
れ
は
「
う
つ
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
セ
ル
フ
チ
エ
ッ
ク

□
１
　
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

□
２�

　
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た

こ
と
が
、
楽
し
め
な
く
な
っ
て
い
る

□
３�

　
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が

今
で
は
、
お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る

□
４�

　
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え

な
い

□
５�

　
訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ
が

す
る

　
５
項
目
中
、
２
項
目
以
上
が
２
週
間
以

上
続
い
て
い
た
り
、
そ
の
た
め
つ
ら
い
気

持
ち
に
な
っ
た
り
、
毎
日
の
生
活
に
支
障

が
出
た
り
し
て
い
る
時
に
は
、
か
か
り
つ

け
医
や
保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
古
河
保
健
所
　

（32）
３
０
２
１

◆
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
あ
な
た
に
は
相
談
で
き
る
人
が
い
ま
す
。

茨
城
い
の
ち
の
電
話

・
つ
く
ば
　
毎
日
24
時
間

　

０
２
９
（
８
５
５
）
１
０
０
０

・
水
戸
　
毎
日
13
時
～
20
時

　

０
２
９
（
３
５
０
）
１
０
０
０

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
毎
月
10
日
８
時
～
翌
日
８
時

　

０
１
２
０
（
７
３
８
）
５
５
６

い
ば
ら
き
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
平
日
　
　
　
９
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

祝
日
・
年
末
年
始
休

　

０
２
９
（
２
４
４
）
０
５
５
６

　
土
・
日
曜
日
９
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

年
末
年
始
休

　

０
１
２
０
（
２
３
６
）
５
５
６

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　


（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

３
月
は「
自
殺
防
止
月
間
」で
す

―
卒
業
を
前
に
―

○ 

私
は
も
う
す
ぐ
「
中
学
生
」
を
卒
業
し
ま
す
。

義
務
教
育
と
い
う
過
程
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
に
進
む
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
中
学
校
３
年
間
は
私
に
と
っ
て
と
て
も

充
実
し
て
い
る
も
の
で
し
た
。
一
つ
の
も
の

を
部
員
皆
で
創
り
上
げ
た
部
活
動
、
ク
ラ
ス

全
体
で
協
力
し
た
学
校
行
事
、
ど
れ
も
私
の

宝
物
で
す
。
そ
し
て
そ
の
宝
物
を
作
っ
て
く

れ
た
の
が
い
つ
も
側
で
支
え
て
く
れ
た
家
族

・
友
だ
ち
・
先
生
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

３
年
１
組
　
松
本
　
麗れ

い

可か

○ 

私
は
「
卒
業
」
と
聞
い
て
も
ま
だ
実
感
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
入
学
し
た
よ
う
な
気
が

し
て
、
３
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
な
気
が
し

ま
す
。
３
年
間
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
大
変
だ

っ
た
こ
と
色
々
あ
り
ま
す
が
今
と
な
っ
て
は

懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。
こ
の
思
い
出
を
忘

れ
ず
に
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、

卒
業
式
を
晴
れ
や
か
に
迎
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

３
年
２
組
　
堀
越
　
優ゆ

う

菜な

○ 

私
は
こ
の
３
年
間
の
中
学
校
生
活
で
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
友

だ
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、

部
活
で
大
切
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
、
生
き
て

い
く
の
に
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
高
校
生
に
な
る
と
、
中
学
校
よ
り
も
勉

強
や
部
活
に
大
変
な
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
限
ら
れ
た
時
間
を
大
切
に
使
い
、
自
分

の
夢
の
実
現
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。

３
年
３
組
　
小
村
　
宗む

ね

遵よ
り

平成23年 平成24年 平成25年

五
霞
町

自 殺 者 数 4 １ 6

自殺死亡率 42.3 10.68 63.99

茨
城
県

自 殺 者 数 704 623 617

自殺死亡率 23.68 21.05 20.59

国
自 殺 者 数 30,651 27,858 27,283

自殺死亡率 24.28 21.99 21.25



人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。�町長（直通） 84―1550　�総務課広報担当 84―1111（内線214）

人

人
人
世帯

（　 人）

（　 人）
（　 人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数

町公式ホームページ

お知らせ カレンダー
輪番日…月～土曜日：午後６時～午後11時
	 日曜日・祝日：午前９時～午後４時

小児医療輪番制

※�輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディ
カルセンター病院でも小児救急医療を対応しています。

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行って
います。受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。

西南 
日赤 
友愛 

茨城西南医療センター病院（境町）	87―8111
古河赤十字病院（古河市）………	23―7111
友愛記念病院（古河市）…………	97―3000

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは、局番なしの＃8000
その他の電話からは029―254―9900

毎日の夜間…午後6時30分～午前0時30分
休日の昼間…午前9時～午後5時
	 休日＝日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3）

茨城県緊急医療情報コントロールセンター

029―241―4199

休日や夜間に救急対応している
小児科医療機関をお探しのとき 年中無休／24時間

土曜窓口 ▶開設日
土曜日（祝日を除く）：午前8時30分～正午
申請・請求できる方

住民票※ 本人及び同一世帯の方

戸籍謄本・抄本※ 本人かその配偶者、直系尊属、直系卑属の方

印鑑証明 印鑑登録証をお持ちの方

※住民票、戸籍謄本・抄本は、委任状をお持ちの方も申請できます。
○お問い合わせ　町民税務課　町民Ｇ　84―1965（直通）

夜間収納窓口
町 税 等 町民税務課（役場）税務Ｇ 84―1966

介 護 保 険 料 健康福祉課（役場）高齢者支援Ｇ 84―0006

上下水道料金・下水道受益者負担金
上下水道課（川妻浄水場）水道Ｇ・下水道Ｇ84―3000

東日本大震災義援金について
平成27年３月31日（日）まで受付期間を延長いたします。
引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした
義援金は、日本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への
生活支援や見舞金に使われます。

２

9,122

4,582
4,540
3,201

140

53
87
78

	 前月比 －5人	 （7人）

3月の納税 ▶納期限…3月31日（火）まで

▶平成27年3月の開設日
31日（火）：午後5時15分～午後7時

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

９ 期
（随時）町民税務課 税務G 84―1966 

保 育 料 3月分健康福祉課 社会福祉G 84―0006 

♥義援金送金額　1,223,284円（２月９日現在）

1 日 消防春季点検式（中央公民館）

2 月 道の駅ごか（定休日）

3 火 ドッジボール大会（南児童館）
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

4 水 避難訓練（西児童館）
1歳６か月児健診（保健センター）

5 木 ふれあいハート教室（保健センター）

6 金 ちびっこ広場（西児童館）
すくすく相談（保健センター）

7 土 五霞町まちづくりサロン（原宿台コミュニティセンター）

8 日

9 月 中学校卒業式
ドッジボール大会（西児童館）

10 火 成人健康相談（保健センター）
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

11 水 消費生活相談窓口（ひばりの里）

12 木 ママといっしょ（南児童館）

13 金 鬼ごっこで遊ぼう！（西児童館）

14 土 スポーツ少年団卒団式（Ｂ＆Ｇ海洋センター）

15 日

16 月 道の駅ごか（定休日）

17 火 みんなでクッキング（南児童館）
親子ヨガ教室（ふれあいセンター）

18 水 男性の料理教室（保健センター）

19 木

20 金 東西小学校卒業式

21 土 【春分の日】

22 日

23 月

24 火 春のお楽しみ会（西児童館）
お楽しみ会（南児童館）

25 水 どこまで詰めるかな（南児童館）

26 木

27 金 ふりふりバター作り（西児童館）

28 土

29 日

30 月

31 火

2015年3月
可燃ごみ

缶類

可燃ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

紙類

可燃ごみ

不燃性粗大ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

可燃ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃性粗大ごみ

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
確
定
申
告
は
16
日
（月）
ま
で
で
す
。

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

日赤

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

日赤

西南

西南

西南

西南
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　電子書籍
はじめました

パソコンやスマートフォン、
タブレットなどの端末でデ
ジタル化した
書籍を見るこ
とができます。

サイトへのアク
セスはこちら→
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中
の
島
公
園
の

　
　
　  

こ
ぶ
し
の
開
花
に
つ
い
て

我
が
家
の
主
役

青木隆夫・千鶴さん
（山王山）の長男
（父母のひと言）
いつも、小学生に間違われる駿くん。
あっという間に、年長さんだね。
これからも、弟達の面倒をみてくれるやさし
いお兄ちゃんでいてね。

駿 くん
しゅん

平成21年5月11日生

このコーナーに掲載をご希望の方は、総務課（内線214）までお申し込みください。

今回のテーマ
地域のコミュニケーションをもっと活性化
させることについて考えます！ ☎

　
中
の
島
公
園
の
こ
ぶ
し
が
３
月
下

旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
見
ご
ろ

を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
こ
ぶ
し
は
、
高
さ
約
13
メ
ー

ト
ル
、
幹
回
り
約
３
．
７
メ
ー
ト
ル

で
関
東
最
大
級
と
言
わ
れ
て
お
り
、

た
く
さ
ん
の
枝
が
傘
の
よ
う
に
張
り

出
す
姿
は
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
ぶ
し
の
開
花
情
報
を

開
花
に
合
わ
せ
て
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
臨
時
駐
車
場
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
は

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
臨
時
駐
車
場
開
設
期
間

　
３
月
20
日
(金)
〜
４
月
５
日
(日)

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　
☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）
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圏央道・五霞インターチェンジが開通します
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介護保険制度改正のお知らせ
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コンビニ収納が始まります
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主な内容

五霞町 広報

五霞町イメージキャラクター
「ごかりん」


